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　 昨年度は，新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響が継続する 中，突然のロ シアによる ウク ラ イ ナ侵攻，円安の進行，新

興国の経済発展によ る 需要増などに起因する生産資材や燃油等の高騰や台風・ 雪害等の気象災害，県内・ 国内で続

発し た高病原性鳥イ ンフ ルエンザの発生など，農業・ 農村を 取り 巻く 環境はこ れまで以上に厳し い状況でし た。

　 一方，昨年1 0 月に開催さ れた第1 2 回全国和牛能力

共進会鹿児島大会では，出品者を はじ め，関係機関・ 団

体など 多く の関係の皆様の多大な御尽力等によ り ，本

県が2 大会連続と なる「 和牛日本一」の栄冠に輝く など

明るい話題も あっ たと こ ろ です。

　 令和2 年1 月から 猛威を 振る っ た新型コ ロ ナウイ ル

ス 感染症は令和5 年5 月8 日から 5 類感染症に移行さ

れ，正常な社会経済活動が戻っ てく る こ と が期待さ れ

ています。

　 こ のよ う な状況の中，令和5 年度の普及指導活動に当

たっ て は，ウィ ズコ ロ ナの観点で基本的な 感染症防止

対策に努めながら ，以下のと おり 取り 組んでま いり ま

す。

　 上記6 つを基本課題と し て，地域農業の課題解決を図るため，新規就農者の育成など農業担い手の確保，地域営農

を 維持するための仕組みづく り や地域の将来を 描く 地域計画の策定支援，生産資材等の高騰への対応，スマート 農

機・ 機器の実装化促進など，農業の稼ぐ 力を 向上さ せるための普及指導活動を 展開し ます。

　 なお，普及指導活動を 進める に当たっ ては，指導農業士，女性農業経営士，普及協力員及び関係機関・ 団体等と 十

分な連携，役割分担を図り ながら ，円滑で総合力を発揮でき る活動を 目指し ます。

　 皆様，令和5 年度も ，どう ぞよろ し く お願いいたし ます。

令和５ 年度の普及指導活動の内容
① さ つまいも 安定生産に向けた基腐病対策の推進

② 桜島地域営農が持続的に発展するための生産体制づく り

③ 地域営農が持続的に発展するための仕組みづく り

④ 鹿児島市の農業を支える担い手の確保・ 育成

⑤ 都市近郊の多彩な消費者ニーズに応える産地づく り

⑥ 三島村・ 十島村の農畜産業の振興
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　 サツ マイ モ 基腐病は，さ つま い

も が糸状菌(カ ビ )の一種に感染す

るこ と で発病し ます。

　 発病する と 茎や葉が枯れ，土中

のさ つま いも が腐る 病気です。病

原菌に感染し た種いも や苗，株，ほ

場な ど に残っ た 茎，葉，さ つま い

も ，およ び汚染土壌が伝染源にな

り ま す。サツ マイ モ基腐病の病原

菌の性質は，①発育温度範囲は1 5

～3 5 ℃(適温は2 8 ～3 0 ℃)，②ヒ

ルガオ科の植物(主にさ つまいも ）

のみに感染，③病原菌の感染は育

苗時，栽培時，収穫物の貯蔵時など

です。基腐病では，栽培時のすべての過程(伝染環の図をご覧く ださ い)で病気が広がら ないよう に対策を講じ る「 総合

的な取組」が必要で，「 持ち込まない」「 増やさ ない」「 残さ ない」を徹底するこ と が大切です。

「 N ARO 広報なろ N O.2 6 」（ 農研機構発行）から 一部修正・ 転載

サツ マイ モ基腐病を 防ごう ！

家畜の暑熱被害を 防ぎまし ょ う

屋根の消石灰塗布

寒冷紗等の日除け

扇風機や細霧

家畜の暑熱被害を防ぐ ためには，事前の「 備え」が重要です。

※取り 組んだ項目に，□（ チェ ッ ク ）を入れまし ょ う ！

　 飼育密度の緩和，換気扇や扇風機による畜体等への送風や散水，細霧を行い，

家畜の体感温度を低下さ せるこ と が重要です。

家畜の体感温度の低下

　 寒冷紗やよし ずによる日除け，屋根裏・ 壁・ 床への断熱材の設置及び屋根に消

石灰の塗布を行う こ と が重要です。

畜舎環境の改善

　 良質で消化率の高い飼料の給与，ビタ ミ ンやミ ネラ ルの追給及び清浄で冷た

い水の給与が重要です。

飼養管理

　 夏枯れ等により 草勢の低下が見ら れた場合には，必要に応じ て追播や播種直

後の雑草防除等の的確な維持管理作業を行う こ と が重要です。

飼料作物の管理
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農作業事故防止と 熱中症対策

　 鹿児島市担い手育成対策部会と 共催で，本年度も 以下の日時・ 会場でパソ コ ン簿記記帳会を開催し ます。

　 青色申告に取り 組む方は誰でも 参加でき ますが，ノ ート パソ コ ンと 農業簿記ソ フ ト（ ソ リ マチ株式会社）の準備が

必要です。こ の農業簿記ソ フ ト は，一般の会計ソ フ ト と は違い農業に特化し ているのが特徴です。

　 また，新規就農者を応援するために，認定新規就農者は特別価格で購入でき るので，農政普及課にお問い合わせく

ださ い。

令和5 年度のパソ コ ン 簿記記帳会の案内です

会 場（  時 間 ）  

 都市農業セン タ ー

（ 1 3 :3 0 ～1 6 :0 0 ）

7 月  5 日(水)

9 月  6 日(水)

5 月1 0 日(水)

（ 済み）

5 月1 7 日(水)

（ 済み）

5 月2 4 日(水)

（ 済み）

5 月3 1 日(水)

（ 済み）

　 1 月1 0 日(水)

　 2 月　7 日(水)

 鹿児島市吉田支所

（ 1 3 :3 0 ～1 6 :0 0 ）

7 月1 2 日(水)

9 月1 3 日(水) 

1 1 月1 5 日(水)

1 1 月　8 日(水)

　 1 月1 7 日(水)

　 2 月  8 日(木)

 鹿児島市桜島支所

（ 1 3 :3 0 ～1 6 :0 0 ）

7 月1 9 日(水)

9 月1 4 日(木)

1 1 月2 2 日(水) 　 1 月2 4 日(水)

　 2 月1 4 日(水)

鹿児島市喜入支所

（ 1 3 :3 0 ～1 6 :0 0 ）

鹿児島地域振興局

（ 9 :0 0 ～1 6 :0 0 ）

1 1 月2 9 日(水) 　 1 月3 1 日(水)

　 2 月1 5 日(木)

4 月～6 月 7 月～9 月 1 0 月～1 2 月 1 月～3 月

7 月2 6 日(水)

9 月2 0 日(水)

　 2 月2 1 日(水)

　 2 月2 2 日(木)

１  農作業死亡事故の発生状況

　 本県では，農作業死亡事故が平成2 5 年から 令和4 年までの1 0 年間（ 表１ ）に1 3 0 件発生し ています。そのう ち，農業

機械作業による死亡事故は1 0 5 件発生し ，農作業事故による死亡者の平均年齢は7 3 .3 歳で，6 5 歳以上が全体の約8

割，8 0 歳以上が全体の約4 割と なっ ています。特に農業機械等の作業が多く なる春（ 3 月から 6 月）と 8 月から 1 0 月の

農繁期に多く 発生する傾向があり ます（ 表2 ）。こ の時期は熱中症リ スク が高まる時期でも あり ますので，適切な水分

補給に努めまし ょ う 。

２  熱中症のリ スク と 予防策

　 全国では，農作業中の熱中症により 毎年約3 0 人が死亡し ており ，猛暑日が続く 真夏だけでなく ，暑さ に慣れていな

い初夏の高温日にも 熱中症リ スク が高まり ます。

☆ 高温時や単独での作業はできるかぎり 避け，日陰や風通し のよい場所で作業を行いまし ょ う 。
☆ 喉の渇きを感じ る前にこ まめに水分と 塩分を補給し まし ょ う 。

☆ つばの広い帽子や吸湿速乾性衣類や装具，空調服やミ スト フ ァ ンなど様々な熱中症対策アイ テムを
　  積極的に活用し まし ょ う 。

（ 表1 ） 農作業中の死亡事故発生状況( H 2 5 ～R 4 合計) 単位： 件， ％

農作業死亡事故 う ち 農業機械作業 平均年齢 う ち 6 5 歳以上層 う ち 8 0 歳以上層

に よ る 死亡事故 （ 歳） の死亡事故 の 死亡事故

13 0 1 0 5 ( 81 ) 7 3 . 3 1 0 1 ( 7 8 ) 5 0 ( 3 8 )

注） （ ） 内は発生事故件数に 対す る 割合（ ％）

（ 表2 ） 農作業死亡 事故の月別発生件数( H 2 5 ～R 4 ) 単位： 件

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

件数 6 8 1 5 1 7 1 6 1 8 4 1 4 1 0 1 2 8 2
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令和4 年度の各種農業士の認定者を 紹介し ます

地域農業の振興に， 職員一同がんばり ます！

　 令和4 年度は，鹿児島地域の2 人の農業者が，知事から「 女性農業経営士」と「 青年農業士」に 認定さ

れま し た 。今後のま すま すの御活躍を 期待し ま す。

まゆみよし だ たかあきみなみ

　 研修会等に は積極的に参加

し ，仲間と の交流や情報収集に

努め，併せて農業の魅力を 伝え

ていき たいです。

　 農家生活や農業経営管理・ 労働管理等に優れ，実

践力・ 発言力のある 女性農業者を「 女性農業経営士」

と し て認定し ています。

女性農業経営士 吉田　 真弓（ 喜入・ 野菜）

【 抱負】

　 出荷率を 上げ，飼養頭数2 0 頭

で年間1 5 頭の出荷を 目標に，資

金と 労働時間に余裕を 持っ た経

営を 実現し たいです。

　 プ ロ ジェ ク ト 活動を 組み合わせた体系的な 研修

課程を 修了し ，地域農業振興の中核者と なり う る 青

年を「 青年農業士」と し て認定し ています。

青 年 農 業 士 南　 貴覚（ 吉田・ 畜産）

【 抱負】

農 業 振 興 係

中園千尋 中 庸一 中山直子 中馬修一
( 農政普及課長) ( 補佐兼係長)

畜産振興係 経営普及係

坂下邦仁 岩田英稔 原 由香 上福元真寿美 柴立智子 水島真一
( 主幹兼係長) ( 主幹兼係長･経営) ( 経営) (経営・ 作物)

技術普及係

坂元吉継 坂元勇太 宮下浩秋 神薗孝浩 諏訪寛太 岩根 啓
( 主幹兼係長･野菜) ( 茶) （ 畜産） ( 花き ) ( 畜産) ( 野菜)

永井貴子福岡一成

新新

新新

新新 新新 新新
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